
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

平成29年6月21日 

大分県知事 広 瀬 勝 貞 殿 

 

  提出者   

〒877-0054               

住 所 大分県日田市大字高瀬6979 
 氏 名 サッポロビール株式会社 九州日田工場 

 工場長 石田 文人                

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  サッポロビール株式会社 九州日田工場 

事 業 場 の 所 在 地  大分県日田市大字高瀬6979 

計 画 期 間  平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 

飲料・たばこ・飼料製造業－酒類製造業－ビール製造業 

［１０２２］ 

②事 業 の 規 模 平成２８年１２月期 製品出荷額 ２１，５９５百万円（酒税抜き） 

③従 業 員 数 平成２９年 ３月末現在 約１５０名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙のとおり 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

 (第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２８年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

排 出 量   

（これまでに実施した取組） 

 

    

 

 

 

 

②計画 

【目標】              別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

排 出 量   

（今後実施する予定の取組） 

  

 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項               

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

別紙のとおり 

 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

別紙のとおり 

 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２８年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
  

（これまでに実施した取組） 

  

  

 

②計画 

【目標】              別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
  

（今後実施する予定の取組） 

 

  

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２８年度）実績】  別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
  

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
  

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】               別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
  

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
  

（今後実施する予定の取組） 

   

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（平成２８年度）実績】  別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

  

（これまでに実施した取組） 

  

  

 

②計画 

【目標】               別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

  

（今後実施する予定の取組） 

 

  

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（平成２８年度）実績】  別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量   

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

  

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】              別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量   

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

  

（今後実施する予定の取組） 

 

  

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 



 (別紙)産業廃棄物処理計画書  サッポロビール（株）九州日田工場
産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状 【前年度（平成２８年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

排出量 7.83t 15,108t 9.97t 0t 5.85t 0.8ｔ 0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：ｼｭﾘﾝｸ･ｽﾄﾚｯﾁﾌｨﾙﾑ､PPﾊﾞﾝﾄﾞ､PEﾊﾞﾝﾄﾞの他、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ､ﾎﾟﾘ容器､ﾋﾞｰﾙﾎｰｽ等のﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ推進
　　　　　　　従来、廃ﾌﾟﾗで排出していたPETﾊﾞﾝﾄﾞやOA機器類、電気機器類の有価物化
汚泥：嫌気性廃水処理設備による汚泥発生量の削減

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

排出量 8ｔ 15,000t 11t 0t 5ｔ 0.8ｔ 0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類：同上
　汚泥： 同上

産業廃棄物の分別に関する事項
①現状 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

分別の種類：汚泥、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属くず、ガラスくず、木くず　ほか
分別に関する取組：工場内の各廃棄物発生場所での分別徹底、処理区分別に収集する

②計画 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
同上　

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項
①現状 【前年度（平成２８年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

自ら再生利用を行った産業廃棄物の量 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
　 　―

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

自ら再生利用を行う産業廃棄物の量 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　―

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項
①現状 【前年度（平成２８年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

自ら熱回収を行った産業廃棄物の量 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ
自ら中間処理により減量した産業廃棄物の量 0ｔ 13,469t 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
汚泥:当工場内の汚泥脱水施設で中間処理を実施。
処理方法：ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ方式（含水率65～75%）、処理能力：170t/日

　
②計画 【目標】　　

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

自ら熱回収を行う産業廃棄物の量 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ
自ら中間処理により減量する産業廃棄物の量 0ｔ 13,300t 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
 　同上



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項
①現状 【前年度（　平成２８年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った産
業廃棄物の量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
　 　―

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

自ら埋立処分又は海洋投入処分を行う産業
廃棄物の量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　―

産業廃棄物の処理の委託に関する事項
①現状 【前年度（　平成２８年度）実績】　　　　　　

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

全処理委託量 7.83t 1639t 9.97t 0t 5.85t 0.8ｔ 0ｔ 0.9ｔ
優良認定処理業者への処理委託量 5.57t 115.6ｔ 0ｔ 0t 0ｔ 0.8ｔ 0ｔ 0.9ｔ
再生利用業者への処理委託量 7.83t 1639ｔ 9.97t 0t 5.85t 0.8ｔ 0ｔ 0ｔ
認定熱回収業者への処理委託量 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ
認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者へ
の処理委託量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（これまでに実施した取組）
処理業者と委託契約を締結するにあたっての事前の現地確認（処理状況、維持管理状況等）と、　
委託後の定期的な確認
ﾏﾆﾌｪｽﾄの管理を徹底する

②計画 【目標】

産業廃棄物の種類 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 汚泥 木くず 金属くず
汚泥（グリス
トラップ）

ガラス・陶磁
器くす

汚泥（廃棄
原料）

動植物性残さ

全処理委託量 8ｔ 1620ｔ 11t 0t 5ｔ 0.8ｔ 0ｔ 0ｔ
優良認定処理業者への処理委託量 5ｔ 120ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0.8t 0ｔ 0ｔ
再生利用業者への処理委託量 8ｔ 1620t 11t 0ｔ 5ｔ 0.8ｔ 0ｔ 0ｔ
認定熱回収業者への処理委託量 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ
認定熱回収業者以外の熱回収を行う業者へ
の処理委託量

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ

（今後実施する予定の取組）
　同上

　

　
 



 1

平 成 ２９年 ６月 ２１日  

（別紙） 多量排出事業者の産業廃棄物処理計画書 

 

サッポロビール株式会社 
九州日田工場 

１．会社の概要 

（１）会社名 

      サッポロビール株式会社 

 

（２）資本金 

      １００億円（平成２８年１２月末現在） 

 

（３）従業員数 

      約２千名（平成２８年１２月末現在）      

 

２．当該事業場において現に行なっている事業の概要 

（１）従業員数 

      約１５０名（平成２９年３月末現在）       

 

（２）製造概要 

     九州日田工場では、ビール（黒ラベル、ヱビス、冬物語等）、発泡酒（極ゼロ等）、雑酒（麦と

ホップ、ドラフトワン）、飲料水（プレミアムアルコールフリー）を製造している。 

             表１  生産量（平成２８年度実績） 

ビール・発泡酒･リキュール 生産量 約９６，７５０ ＫＬ 

     

（３）製造フローシート 

      図１、２参照 

 

（４）工場配置図 

      図３参照 

 

（５）事業展望 

     前年と同程度の生産量を見込んでいる。 
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（６）廃棄物処理フローシート 

      図４参照 

 

（７）連絡先 

      担当者  ：サッポロビール株式会社  九州日田工場 

                総務部   宝珠 希美 

      電話番号：０９７３－２５－１１１１ 

 

３．計画期間 

    平成２９年４月１日  から  平成３０年３月３１日  まで 

 

 

図１ ビール・発泡酒製造フローシート[No.1] 

 

 

図２ 廃水処理フローシート[No.2] 

調整槽
前処理

加圧浮上槽
排水

原水ﾌｨｰﾄﾞ
ﾋﾟｯﾄ

分離槽

嫌気ﾘｱｸﾀｰ

汚泥貯槽

汚泥脱水設備

処理水

脱水汚泥

仕込 発酵 貯酒 ろ過原料 ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞ
壜詰･缶詰･樽詰

製品倉庫 出荷

廃棄ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 廃油廃水処理工程

洗浄水等 容器・梱包材等 機械油等

木くず 

木製廃棄パレット 
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３ 工場配置図 

 

 

図４ 廃棄物処理フローシート 

※発生量は、平成２８年度実績 

1

2

3

4
5

6
7

① 仕込工程
② 発酵工程
③ 貯酒工程
④ ろ過工程
⑤ パッケージング工程
⑥ 製品倉庫
⑦ 廃水処理工程

発生源 廃棄物 処理

ﾋﾞｰﾙ･発泡酒
製造工程

[ﾌﾛｰｼｰﾄNo.1]

廃水処理工程

[ﾌﾛｰｼｰﾄNo.2]

汚泥

廃棄ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

廃油

26t/年

1t/年

16,363t/年

汚泥脱水設備

16,363t/年

脱水汚泥

1,336t/年

肥料化

1,336t/年

ｾﾒﾝﾄ助燃材
原料化

再生油

26t/年

1t/年

廃棄物処理の流れ 委託処理部分の範囲

8ｔ/年 

10ｔ/年 

15,108ｔ/年 13,469ｔ/年 1,639ｔ/年 

8ｔ/年 

10ｔ/年 

1,639ｔ/年 

木くず 燃 料 、 再 商 品
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４．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（１）責任者及び管理組織図 

統括責任者 所属：九州日田工場       職・氏名：工場長 石田 文人 

環境管理責任者 所属：エンジニアリング部    職・氏名：部長  山田 学 

廃棄物担当 組織：総務部          職・氏名：        宝珠 希美        

役

割 

経営戦略会

議 

○環境マネジメントシステム運用のための審議、進捗状況の確認、 

年間実績の確認 

・委員長 ：工場長 

・メンバー：環境管理責任者、品質管理責任者、各部長 

・事務局 ：ＩＳＯ事務局 

統括責任者 ○環境マネジメントシステムを効果的に実行するための、各部長、担当

者への責任と権限の授与 

○環境管理責任者の指名 

○必要な経営資源の準備 

○環境方針の決定 

環境管理 

責任者 

○環境マネジメントシステムの構築、実施、維持 

廃棄物担当 ○廃棄物処理計画の作成 

○廃棄物管理状況の把握と改善策の検討 

○産業廃棄物処理施設の運転・維持管理状況の把握 

○処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理 

○委託契約の締結 

○産業廃棄物管理票の交付・管理 

○監督官庁への各種報告 

○社員・関連会社に対する教育・啓発 

○その他関係する事項 

 

経営戦略会議

工場長（統括責任者）

廃棄物管理組織

総務部 品質保証部 醸造部 ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾝｸﾞ部
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部

（廃棄物管理）

サッポロ
グループ物流

法廷責任者
産業廃棄物中間処理施設

技術管理者

環境管理責任者 ISO事務局

 

 

（２）管理体制の強化 

①事業活動から生ずる環境影響を低減する手段として、ＩＳＯ１４００１：２００４に適合した環境マネ

ジメントシステムを確立し、維持する。 

②経営戦略会議を定期的に開催し、環境マネジメントシステム運用のための審議、進捗状況の確

認等を行う。 
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（３）教育 

①環境マネジメントシステム教育 

従業員、協力会社員に対して、環境マネジメントシステムの理解と実践を目的とした教育を行

う。 

②著しい環境影響の原因となりうる作業に関する教育・訓練 

直接工場外に影響を及ぼすもの、及び可能性のある工程と判断するもの、又は法的要求事項

による報告数値の分析測定に関連する作業員に対し、必要な能力を求め、教育･訓練を実施し

資格認定する。 

 

（４）情報公開 

①環境方針は、社外から要求された際は公表する。 

②社外からの環境に関する情報及び情報請求は、環境管理責任者の判断により公表を決定す

る。 

③環境に関する取り組み内容について、積極的な環境保全活動の情報を、経営者層運営委員会

が必要と認めた場合、工場敷地内の外部との接点への掲示、パンフレットの作成、マスコミ等

情報機関への情報提供等を行う。 

 

５．廃棄物の処理に関する事項 

（１）基本的事項 

①産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を遵守するとともに行

政の環境施策に協力する。 

②発生した産業廃棄物は自ら処理することを原則とし、処理業者に委託する場合であっても、収

集運搬から処分に至るまで確認し的確に管理する。 

③再生利用の維持、質の充実等について数値目標等を定め実施する。また、これら処理に関す

る目標及び計画は、定期的に必要な見直しを行う。 

④廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施し、また協力会社にも必要な指導を行う。 

・発生抑制：発生抑制を考慮した工程の改善、原材料等の選定を検討する。 

・再生利用：資源化、燃料利用の維持、質の充実を図る。 

・中間処理：脱水工程の安定化を推進する。 

・その他 ：処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する。 
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（２）廃棄物処理の現状 

①当工場から発生する主な産業廃棄物は、ビール・発泡酒製造工程から発生する容器、梱包材

等の廃プラスチック類、木製パレット等の木くずと、廃水処理工程から発生する汚泥である。  

平成２８年度のこれらの発生量の合計は 15,126 t/年であり、そのうち汚泥が 15,108 t/年（脱

水前の量）で最も多く、全体の 99.8 ％を占めている。当工場から委託処理される産業廃棄物

は、全量が肥料化、燃料利用等の再生利用されている。 

表２ 産業廃棄物処理の内訳(平成２８年度実績) 

再生利用量 中間処理量 中間処理後残さ量 最終処分量 

 1,657 t/年  13,469 t/年     1,657 t/年    1,657 t/年 

 

②産業廃棄物の種類別発生・処理状況、産業廃棄物の種類別性状の説明を以下に示す。 

表３ 産業廃棄物の種類別発生・処理状況(平成２８年度実績) 

廃棄物の種類 
発生源 

[ﾌﾛｰｼｰﾄ No.] 
性状 

発生量 

t/年 

[構成比] 

処理方法(現状の工程) 
-凡例- 

(中)中間処理 (最)最終処分 

○ 自己処理 ● 委託処理 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ﾋﾞｰﾙ･発泡酒

製造工程 

[No.1] 

  8 ｔ 

[ 0.1%] 

ｾﾒﾝﾄ助燃材・原料化(最)● 

(t/年) 

木くず ﾋﾞｰﾙ･発泡酒

製造工程 

[No.1] 

  10 ｔ 

[ 0.1%] 

再資源化（燃料・再商品化）

（最）● 

(t/年)   

汚泥 廃水処理 

工程 

[No.2] 

・泥状 

・含水率 

 65～75% 

 15,108 ｔ 

   *1 

[ 99.8%] 

汚泥脱水(中)○⇒肥料化(最)● 

(※t/年)    (※t/年) 

合計  15,126 ｔ 

[100.0%] 

- 

  注) *1 脱水前の量 

表４ 産業廃棄物の種類別性状の説明 

廃棄物の種類 性状の説明 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 容器、梱包材等。 

木くず 修理不能な不良木製パレット 

汚泥 廃水処理工程で発生する汚泥。脱水処理後の含水率は 65～75％となる。 

 

（３）目標の設定 

 現在、再生利用率が１００％となっており、これの維持、管理、及び質の向上を目標としている。 

 ＜具体的取組＞ 

・環境マネジメントシステムに基き、定期的な目標評価、進捗状況の確認を行う。 

・処理業者と委託契約を締結するにあたっての事前の現地確認（処理状況、維持管理状況等）と、

委託後の定期的な確認を実施する。 

・マニフェストの管理を徹底する。 
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（４）産業廃棄物処理施設の設置状況等 

 当工場内における産業廃棄物処理施設の設置状況を表５に示す。 

 現在、汚泥脱水設備は設置後１８年経過し、特に問題はない。 

  

表５ 産業廃棄物処理施設の設置状況 

 
処理対象 

産業廃棄物 
処理方法 

処理能力 

（脱水前） 
設置年月 設置場所 

汚泥脱水設備 汚泥 
ベルトプレス 

（含水率65-75％） 
170t/日 平成 11 年 6 月 工場内 

 

（５）廃棄物の処理に係る情報の収集･管理 

 本社において定期的に環境関連法令についての改正情報を収集、取り纏めを行い、各工場に

情報提供を行う。 

 

（６）中長期的課題 

 環境マネジメントシステムの維持、及び継続的改善を推進する。 

 

６．産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 嫌気性廃水処理設備の導入により、汚泥発生量の大幅な低減を図っている。 

 

７．産業廃棄物の分別に関する事項 

 工場内の各廃棄物発生場所での分別を徹底し、さらにリサイクルセンターにおいて処理区分別

に収集する。また、毎月排出量、及び再利用量を管理する。 

 

８．産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 現在、すべての産業廃棄物を再生利用しており、この維持、管理、及び質の向上に努める。 

 

 

以上 


